
 

 ワークショップでは、まず４つのグループに分かれて、それぞれの参

加者が金剛地区で気になることを出しあいました。 

 次に、出しあった気になることからテーマを決めて、それについての

金剛地区の理想の姿、状態を考えました。 

 最後に、金剛地区の理想の姿、状態について話しあったアイデアを

各グループが発表しました。 

会の名称が「金剛地区まちづくり会議」に決定しました。また、次回は

新たなメンバーの募集等、会の運営のあり方についても議論します。 

 

＜第２回金剛地区まちづくり会議を開催しました！＞ 

第２回金剛地区まちづくり会議では、大阪府立大学の小野達也教授をお招きして 「増進型ワークショップ」を行いました。 

 

 

                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 増進型地域づくりは、増進型地域福祉を基本にしたものです。 

 増進型地域福祉は、地域福祉の推進を目指すのではなく、実現を目指し、

課題に対して、どうなればよいのかという望ましい、理想のあり方を話し合

い、その理想の実現を目指して、協働の実践を進めます。その結果として、

誰も疎外されることなく、個人の幸せと地域の幸せをともに産み出そうとする

地域福祉です。 

■増進型地域づくりとは

■ワークショップでは 

⽇時：平成２９年６⽉２４⽇（⼟）午前１０時〜正午 

会場：⾦剛連絡所２階⼤ホール 



          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■参 加 者      

 

■オブザーバー  

■進 行 

金剛地区活性化を目指したワクワクするアイデアがたくさん出ました！！

地区住民 20 名、  

民生児童委員協議会 1 名、ふらっとスペース金剛 2 名、金剛銀座商店会 1 名、第 3圏域包括支援センター2 名 

富田林市社会福祉協議会 1 名  

NPO 法人きんきうぇぶ 5 名 



 

 

 

 

 

 

 

次回はこれらの「取り組み（アイデア）」には何が必要か、 
どのような資源が必要となるか？ 

実現のために⾃分たちにできること、この仲間でできること、 
具体的⾏動を皆で考えます！ 


